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校外『学習』はどの部分が『学習』か 
１１月２１日の学年集会をもって、校外学習に関わる取組がひと段落となりました。さて、校外

『学習』ですから、これまで行ってきたことは何かを学習する活動だったわけです。これまでの取

組のどの部分が皆さんにとっての「学習」だったのでしょうか？ 

 

答えは「すべて」です。 

・話し合って見学するコースを決める。 

・見学地について情報収集をする。 

・電車を乗り換え、目的地に向かう。 

・班員とコミュニケーションをとる。 

・朝早く起きて弁当を作る。 

・限られた予算の中でお土産を購入する。 

・学んだことをスライドにまとめる。 

 

こんな校外に関わる全ての活動が皆さんにとって、大きな学びの機会となったはずです。この経

験は意識して今後に生かそうとしなくても、自然と皆さんのレベルアップにつながっています。自

分では気づかないかもしれませんが、皆さんはこの経験を経て、また一つたくましくなったなあと

先生たちは感じています。 

 さあ、次はスキー教室。様々な経験を経て、どんどん成長していく皆さんを見られるのがとても

楽しい、そんな毎日です。 

 

 
 
 

※三者面談期間中は４時間授業で、給食はあります。 

 

裏面に校外学習の作文を掲載しています。 

 

 

 

日にち  予    定 

１１月２８日 月 平常授業①～⑥ 

１１月２９日 火 平常授業①～⑥ 

１１月３０日 水 平常授業①～⑤  

１２月 １日 木 ４時間授業 三者面談 始（１２／１～８） 

１２月 ２日 金 ４時間授業 三者面談 

【来週の予定】時差登校 ８：3０までに自席に着きましょう。 



校外学習・作文編その２  
校外学習        A組 A M 
 

 今年の校外学習は上野公園へ行く。そう聞いたとき私の中の楽しみな気持ちが少し小さくなっ
た。なぜなら、小学校六年生のときの社会科見学でも同じ場所に行ったからだ。だから、同じ場所
に行っても意味がない。そのときの私はそう考えていた。 
 班も決まり、本格的に校外学習の授業が始まった。中学校の校外学習は小学校のときとは違い、
班で行動することが多くなるから班のみんなと協力していかないといけないなと思った。しかし、
私の班のメンバーは、あまり話したことのない人ばかりでどうやって接していけばいいのか分から
なかった。また、私は他の人に比べてあまり積極的な方ではないので、なかなか話しかけられずに
いた。でも、班で話し合いをしていくうちにだんだん班のメンバーとも話していけるようになった。 
 校外学習当日、「ちゃんと電車に乗れるかな？」など少し不安もありながら家を出た。池袋で乗
り換えをしたときに、少し迷いながらも他の班と一緒に行ったりして、無事に上野駅に到着するこ
とができた。それからも、今まで調べたかいがあって午前中は行程表通りに行動することができた。
お昼ご飯のお弁当は朝早く起きて、初めて自分で作ったのでいつもよりもおいしく感じた。が、お
昼ご飯を食べるのに予定よりも時間がかかってしまい、東京国立博物館を見るのが急ぎになってし
まった。ぎりぎり全ての展示室を回ることができたが、もう少し時間に余裕をもって予定を立てた
方が良かったなと思った。 
 今回の校外学習でまた一つ、中学校でのいい思い出を作ることができた。また、最初はあまり乗
り気ではなかった私だったけれど、一度行ったことのある場所でも一味違ったものを学べた気がし
た。 
 
 

中学生初めての校外学習    B組 M K 
 

 十一月二日。中学生初めての校外学習に行きました。私は「班長」という大きな責任感がある仕
事を任せられ、少し緊張していました。 
 初めにコース決めです。みんながどれだけ楽しむことができるのかはコース決めにかかっている
のでみんなの意見を聞きながらテーマに合わせたコースを考えました。作っている途中もこの時間
で間に合うかな、ここに行けるかな、などずっと考えていました。しかし、それは考えすぎだった
ようで、当日はそんな心配することなく楽しく文化を学ぶことができました。 
 次に、班員をまとめられるかです。小学生の頃からみんなをまとめる役割をあまりしたことがな
く、なにより初めての班長だったのでとても不安でした。はぐれやすい池袋駅に着いたとき、少し
進んだところで人数確認をしようとしたら、一人いませんでした。少し焦りましたが、その人は結
局他の班のところにいました。そういう感じで乗り換えのとき付いてきてくれなかったり、話を聞
いてもらえなかったりと班長は想像以上に大変でした。ですが、楽しかったと言ってもらえた一言
でちゃんと班長を務めることができたんだなと感じることができました。 
 初めての班長で心配なことだったり大変なこともあったけれど、私はそれ以上に楽しい校外学習
にできたと思っています。 
 
 

初めての挑戦      C組 K M 
 
 帰りの電車の中、私は今日あった出来事を少しずつ思い出してみた。今日は初めてのことが色々
あった。しかしどれも良い経験になったと思う。 
 朝に早く起きて弁当を作るということがまず初めての経験だった。自分で何を入れるかを考え、
おにぎりをにぎったり、いつも親がやってくれていたことの大変さが自分で行ってみてようやく体
感できた。これからはいつも弁当を作っていてくれた親に感謝を伝えたいと思う。 
 そして自分たちだけで電車を乗り継いて目的地に行く、ということも初めてだった。いつもはだ
れかのつきそいがあったため、安心して電車に乗れていたが、自分たちだけで乗ると、この電車で
合っているのか、乗り過ごさないか、というわずかな不安があった。しかし、無事に行きと帰りに
目的地に着けたため、これからは自分で電車に乗り、どこかに行ってみるというのも良いのかなと
思った。 
 今日は本当に初めてのことがたくさんあった。きっと他のみんなにとっても初めてのことである
人が多かったと思う。そんな初めてのことでも、自分なりに頑張り、やってみたことが自立にもつ
ながっていると私は感じた。きっと世の中には、やってみないだけでできないと感じていることが
たくさんあると思う。私は中学校生活で、やってみなかったことに少しでも挑戦して今回のように
成長を感じたいと思った。 

（敬称略）  


